
「クワガタ死んじゃったの」⼤切に育てていたクワガタが死んでしまって残念そうなYちゃ
ん。「お墓…作る」と声をかけてくれました。「うん、作ろっか」と話をする中でYちゃんの気
持ちを教えてくれました。「（死んじゃって）悲しい気持ち」「今まで遊んでくれてありがとうっ
て伝えたい」「死んだら⼀緒には遊べなくなっちゃうの」Yちゃんの⾔葉からはどれもクワガ  タ
への愛が伝わって来ました。その気持ちを聞き「どんなお墓にしようか」と話すと「作るんだ
よ」と⼀⾔。てっきり⼟に埋めたりしたいのかな？と思っていた私。思わず「あ、そうだよ
ね。  ごめん」と謝りました。
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クワガタが死んじゃったの



命との関わり
 夏、園庭や公園では⽣き物が増え、トンボやバッタなどを「捕まえる！」と⾔ったり「飼う！」と
⾔ったりする姿が⾒られます。そんな中で起こったクワガタの死。どのように向き合うことがいいの
だろうかと考え、関わり⽅も悩みました。⼤切にして欲しいなと思ったのは、⽣き物にも命があると
いうことへの気づき。「死んだらもう⼀緒には遊べない」「ありがとうって伝えたい」Yちゃんなり  に
真剣に命と向き合ったからこそ感じた、それらの気持ちを⼤切にしてほしいなと思っていました。 お
墓づくりはひとまず完結。ですが、ここでの命と向き合った経験はこれからの⽣活や遊びの中で⼼ に
のこる出来事であってほしいです。

カプセルに⼊れてみる
 廃材コーナーにお墓の材料を探しに⾏くとガチ
ャガチャのカプセルを⾒つけて「これにする！」
とゆゆちゃん。「これ（カプセル）をダンボール
に  つける！」とイメージを教えてくれました。話
を  しながら⼀緒に素材を探したことで、よりYち
ゃんの想いを感じることができたように思いま
す。カプセルは硬く冷たいと感じたようで、「も
っ  とふわふわにしなきゃ」と話します。⾒つけた
の  は⽑⽷と緩衝材のプチプチ。この⼆つをカプセ
ル  に⼊れてクワガタのお墓兼ベットの完成です。

クワガタのお家に返してあげる
 ダンボールにクワガタと⽑⽷・緩衝材が⼊った
カプセルをつけるとどこか納得がいかない表情の
ゆゆちゃん。「どうしようか」と相談しながらク
ワガタが普段どんなところで暮らしているのかを
考えました。「⽊があって池があって」と⾃然豊
かな  環境を創造し始めていたので「描いてみ
る？」と提案。「うん！！」とクワガタのお家
（⾃然）を想  像しながら描き始めました。


